
2015年度　東北文化公開講演会

東北の海─歴史と民俗─
本年度の東北文化公開講演会は、文学研究科の研究科長裁量経費の援助のもと、以下の通りの

企画を実施した。ここに収録したのは、講演会の概要と、二人のスピーカーによる発表内容の要

旨である。

開催期日　平成27年11月29日14：30～17:00

開催場所　東北大学川内南キャンパス　文学部第一大講義室

趣旨　

海は、私たちに豊かな恵みをもたらしてくれる一方で、大きな脅威ともなりうる。東日本大震

災の発生以降、東北の沿岸部は大きく注目されて盛んに研究されるようになっているが、やはり

災害に関連した応用的なテーマに偏重している感は否めない。しかし、震災の発生から４年半が

経過し、関心の低下が危惧される今だからこそ、海に生きてきた人々の暮らしや、そこで営なま

れてきた種々の活動に目を向けることもまた求められていよう。そこで本講演会では、民俗学と

日本史学における最新の研究成果の発表を通して、東北の海の具体的で生き生きとしたありよう

を理解したいと思う。それによって、文学研究科と東北文化研究室の研究活動およびその成果を

広く社会に発信する機会となれば幸いである。

主催　東北大学大学院文学研究科　東北文化研究室

内容構成

14：30～14：40　開会挨拶　　柳原敏昭（東北大学大学院文学研究科副科長）

14：40～15：40　講演①

「御見抜」と地域社会―仙台藩における領主的需要と漁業政策―

籠橋俊光（東北大学大学院文学研究科）

15：40～16：00　休憩

16：00～17：00　演題②

「カツオ一本釣り漁の歴史と民俗」

川島秀一（東北大学災害科学国際研究所）

17：00　閉会の挨拶
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講演①

「御見抜」と地域社会
―仙台藩における領主的需要と漁業政策

東北大学大学院文学研究科　籠　橋　俊　光

日本列島は、周囲を海に囲まれ、河川や湖沼も数多く、そこから得られる量質ともに豊かな水

産資源に恵まれている。そのことは、水産資源に対するさまざまな需要を喚起し、さらにその質

に対する関心をも強めることになり、津々浦々における特産品の成立を見るに至っている。

これを近世社会において見てみれば、基本的な理解は変わるところはないであろうが、それで

もやや異なる事情も見えてくる。まず、基礎的な条件として、捕獲・保存・輸送技術に大きな限

界があった。すなわち、これらの多くが、自然と人力のみに依存したもので、特に自然環境の影

響を大きく受けるものであった。このことは、一方で塩蔵などの保存加工技術の発達に結びつき、

また一方で名産地の新鮮な、あるいは旬の産物をことさらに珍重する傾向として確認できる。加

えて、需要にも現代との相違があった。大きく分ければ、生産者自身による食料・贈答品などと

しての消費、流通業者の手を介した商品流通、さらに領主に対する献上品や租税としての貢納な

どが挙げられるだろう。このうち、生産者需要や商品化は現代と共通するものであろうが、領主

に関わる需要は近代以降その割合を極度に低下させている。

それでは、領主は自らの領地から集めた産物をどう使ったのだろうか。領主の需要には、自ら

摂取する以外に、饗応・贈答などが大きな位置を占めていた。その贈答の最たる例が将軍献上で

ある。これは、武家の最高権力者である将軍に、大名が自らの領地の名産品であるさまざまなも

のを献上する行為である。このことは、単なる権力者へのプレゼントではなく、大名がその土地

の統治を将軍から委任されていることを象徴するものでもあった。つまり、将軍献上を初めとす

る領内産物の調達とは、その大名の存続にも関わる重大事であり、その安定的確保は極めて重要

な課題でもあった。その産物を巡って、生産する地域社会と領主とがどのような関係にあったの

か。この点を18世紀以降の陸奥国仙台藩を事例として検討していった。

その結論として、三つの点を指摘しておきたい。まず、一つには、領主的需要が、近世の地域

社会にとって何としても否定しがたい負担であり、また同時にそれが大きな名誉でもあったこと

である。このことは、気仙郡今泉川の事例で、同じ場所で捕れた鮭について、その村の村役人た

ちがある時期には藩に対して「魚性無然」「さひ魚計」すなわち献上に適さないものだと主張し

ながら、また別の時期には「日本二番」に天皇に献上したと自画自賛していることに現れている。

そして、もう一つには、領主的需要に関して、地域の村役人が極めて大きな役割を担っていた

ことである。村役人は、ある意味では領主的需要と商業的利益＝地域の成り立ちのいずれをも

満たすことを課題として、調整に当たっていた。また、藩としても、産物調達にあたって地域か

らの産物の確保と地域の成り立ちの維持の両立を迫られており、一見したところ強圧的な徴収で
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あったとしても、多くの場面で結局は村役人の意思を尊重せざるを得なかった。

最後に、村役人・漁民は、自らの漁獲物がどこへ行き、どうなるかを明確に知っていたことで

ある。それは、領主的需要による初物をめぐる生産地競争に端的に見ることができる。漁民たち

は他産地よりも一刻も早く領主に魚を納めることを望み、村役人たちもそれを強く望んだ。とり

わけ村役人たちはこのことに強く名誉を感じていた。このように、生産者の産物に対する意識に

領主＝武家の存在が明瞭に刻まれていることを、改めて指摘しておきたい。
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